
◎ 本日はお忙しい中、2022年3月期 第3四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧ください。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 第3四半期累計の実績は、

営業損失が1,158億円、四半期純損失が1,028億円、EBITDAが19億円となりました。

新型コロナウイルスの影響は続いていますが、

いずれも前年と比べて2,000億円以上の改善となりました。

◎ 一方、10月からは、国内線における旅客需要が急速に回復したほか、

国際貨物も売上高を大幅に伸ばしました。

その結果、第3四半期単独の実績として、営業利益は1億円となり、

8四半期ぶりに、黒字に転じました。

EBITDAも394億円となるなど、業績が着実に改善しました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 連結決算の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から2,104億円、39.9パーセント増加の7,380億円となりました。

◎ 営業費用は、前年から361億円、4.1パーセント減少の8,538億円となりました。

生産量を回復させながら、固定費を中心としたコストマネジメントに取り組んだことにより、

上期に続いて、第3四半期も、費用が前年と比べて減少しました。

◎ これらの結果、営業損失は1,158億円、経常損失は1,183億円、

親会社株主に帰属する四半期純損失は1,028億円となりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度期末より、318億円増加の、3兆2,397億円となりました。

◎ 自己資本は、7,978億円、自己資本比率は、24.6パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、1,500億円の転換社債を発行したことなどにより、

前年度期末から、1,157億円増加の、1兆7,712億円となり、

デット・エクイティ・レシオは、2.2倍となりました。

なお、純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、1.0倍となります。

◎ 第3四半期の期末時点における手元流動性資金は、9,715億円となりました。

◎ 6ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、406億円の支出となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機の受領や売却を進めたことなどにより、

1,109億円の収入となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、転換社債の発行による資金調達を行ったことなどにより、

1,150億円の収入となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、

実質フリーキャッシュフローは、1,090億円の支出となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ 本スライドは、キャッシュフローの推移です。

◎ 当第3四半期の営業キャッシュフローは、372億円の収入となり、8四半期ぶりにプラスに転じました。

2019年度第4四半期から、資金の流出が続いていましたが、

コスト削減の徹底や貨物の増収に加えて、国内線の旅客需要が回復したことにより、

キャッシュフローが大幅に改善しました。

◎ また、投資キャッシュフローについても、設備投資の抑制に取り組んできた結果、

実質フリーキャッシュフローは、167億円の収入となり、

営業キャッシュフローと同様に、コロナ禍で初めてプラスに転じました。

◎ 8ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 第3四半期累計の実績として、全てのセグメントで増益となりました。

◎ 航空関連事業では、グループ外からの受託収入が、緩やかに回復する中、

業務の内製化やグループ外出向の拡大など、費用削減に努めた結果、前年から増益となりました。

◎ 旅行事業では、GoToトラベルキャンペーンが実施された前年と比べて、減収となりましたが、

人件費などの削減により、営業損失の規模は前年から縮小しました。

◎ 商社事業では、電子事業が好調に推移したほか、

10月以降、リテール事業の売上高が回復したことで、上期に引き続き、営業黒字を確保しました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。

10ページをご覧ください。
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◎ 航空事業の営業利益について、第3四半期累計の実績を、前年と比較したものです。

◎ 売上高は、国際貨物が増収を牽引したほか、ANA国内旅客も大幅に改善して

全体で2,063億円の増加となりました。

◎ 営業費用は、287億円の減少となりました。

生産量の回復に伴い、燃油費や運航連動費用は増加しましたが、

事業構造改革の効果が現れたことで、機材ならびに人財に関わる費用が、大幅に減少しました。

◎ 以上の結果、営業損失は、1,129億円となりました。

◎ 11ページをご覧ください。
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◎ 本スライドは、第3四半期単独の実績を、前年と比較したものです。

◎ 売上高は、ANA国内旅客や国際貨物で、需要を積極的に取り込んだことで、

全体で728億円の増加となりました。

◎ 一方、営業費用について、燃油費は市況上昇による影響を受けましたが、

運航連動費用や固定費を削減し、全体で17億円の増加に留めました。

◎ 第3四半期において、ANA国内旅客では、

生産量を前年比で4パーセント増加した中、収入が22パーセント向上しました。

国際貨物でも、生産量の28パーセント増に対して、収入が95パーセント増となるなど、

機動的かつ柔軟に生産量を調整した効果が現れました。

事業の収益性が前年から大幅に改善した結果、

航空事業の営業利益は8億円となり、四半期ベースで黒字に転換しました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎ 事業別の動向について、ご説明します。

◎ スライドの1番は、ANA国内旅客の実績推移です。

10月以降、急速に回復した旅客需要を確実に取り込んだことにより、

当第3四半期の売上高は、946億円となり、

GoToトラベルキャンペーンが実施された前年に比べても、約1.2倍に増加しました。

また、イールドマネジメントを徹底したことで、ユニットレベニューも改善しており、

収益性を重視した機動的な生産量調整を続けながら、トップラインを伸ばしました。

◎ 2番は、Peachについてです。

10月末から、ANA運航便の一部を移管するなど、Peachの生産量をさらに拡大しました。

行動制限の緩和に伴い活発化したレジャー需要を、積極的に取り込んだ結果、

当第3四半期の売上高は、114億円となり、前年同期の約1.7倍となりました。

◎ 続きまして、20ページをご覧ください。
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◎ 3番は、ANA国際貨物の動向についてです。

◎ 上段は、生産量の推移です。

大型フレイター機材の就航都市を10月以降さらに拡大し、機材稼働率を高めるとともに、

旅客機による貨物便を、需要が旺盛な北米路線を中心に積極的に運航するなど、

年末の需要ピーク期に合わせて、生産量を最大化しました。

◎ 下段は、売上高と単価の推移です。

当第3四半期の売上高は、前年同期の約2倍となる993億円となり、

四半期ベースの過去最高を大幅に更新しました。

半導体や自動車関連部品など、主力商材が堅調に推移した中、

高単価貨物の取り込みを強化した結果、

単価は、前年同期と比べて約1.5倍と、極めて高い水準で推移しました。

◎ 22ページをご覧ください。
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◎ 事業別の月別実績と、1月ならびに2月の見通しです。

◎ ANA国際旅客は、水際対策の強化が2月末まで延長されたことなどから、

1月以降の需要動向は、概ね横ばいで推移しています。

入国規制の緩和に向けた動きに合わせて、機動的な対応を図っていきます。

◎ ANA国内旅客およびPeach国内線については、

オミクロン株の感染拡大による影響で、とりわけ2月の需要は低い水準で推移していますが、

今後の動向を注視しながら、適切に生産量をコントロールしていきます。

◎ ANA国際貨物は、半導体や自動車関連などの主力商材を中心に、

第4四半期も、堅調な荷動きが続く見込みです。

◎ 25ページをご覧ください。
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◎ 最後に、第3四半期の主な取り組みについてご説明します。

1点目は、コスト削減策の進捗についてです。

◎ 第3四半期累計の実績として、2019年度同期に比べて、合計4,860億円を削減しました。

自助努力による削減額は、合計2,460億円となり、

年度計画として策定した3,150億円の達成に向けて、着実に進捗しています。

今後も、事業構造改革の取り組みによる効果を追求しながら、

ユニットコストの中期的な低減に向けて、コストマネジメントを強化していきます。

◎ 26ページをご覧ください。
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◎ 2点目は、昨年12月に実施した転換社債の発行についてです。

◎ コロナの影響が長引く中でも、堅実かつ柔軟な財務運営を実行しながら、

アフターコロナのグローバル航空市場で、競争優位性を維持・向上することを目的として、

昨年12月に、総額1,500億円の転換社債を発行しました。

◎ 資金使途として、事業構造改革の加速に向けた成長投資に約500億円、

既存債務の償還や返済に約1,000億円を充当します。

◎ 今後に株価が上昇した局面では、株式への転換によって資本増強が可能となり、

財務基盤の強化にも繋がると考えています。

発行概要については下段をご参照ください。

◎ 最後になりますが、1月18日に、「2022年度 ANAグループ航空輸送事業計画」を発表しました。

今回から、ANAとPeachが共同で事業計画を策定しており、

コロナ禍における需要トレンドと、両ブランドの持つ特性とのベストミックスを追求し、

グループ全体で収益の最大化を目指す方針です。

引き続き、アフターコロナを見据えた変革を進めながら、いち早く業績の改善につなげられるよう、

グループ一丸となって、事業構造改革に取り組んでまいります。

◎ 以上で、私からの説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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